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健
康
だ
よ
り

61号

　
県
で
は
「
栃
木
健
康
2
1
プ
ラ
ン
」
を
、
町
で
は
「
健
康
み
ぶ
2
1
計

画
」
を
平
成
1
6
年
３
月
に
策
定
し
、
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
っ
く

り
育
て
る
も
の
」
と
い
う
、
主
体
的
な
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
を

お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　
先
頃
、
平
成
1
5
年
度
に
実
施
し
た
県
民
健
康
・
栄
養
調
査
の
結
果

が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
肥
満
、
運
動
習
慣
の
状
況
に
つ
い
て
、
ふ

れ
て
み
ま
し
よ
う
。

県
民
の
３
割
が
肥
満
者
！

　
肥
満
者
の
割
合
を
み
る
と
、
3
0
～
6
0
歳
の
男
性
と
、
5
0
歳
～
7
0
歳

以
上
の
女
性
の
３
割
以
上
が
肥
満
（
Ｂ
Ｍ
－
2
5
以
上
）
で
し
た
。
全

国
（
Ｈ
1
4
年
）
と
比
較
す
る
と
、
全
年
齢
に
お
い
て
上
回
っ
て
い
ま

す
。

県
民
の
運
動
習
慣
の
あ
る
方
　
３
割
を
下
回
る
？

　
運
動
習
慣
の
あ
る
方
（
運
動
を
週
２
回
以
上
、
１
回
3
0
分
以
上
、

１
年
以
上
継
続
し
て
い
る
方
）
の
割
合
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
以

下
の
よ
う
に
男
女
と
も
に
2
0
～
5
0
歳
代
及
び
7
0
歳
代
以
上
で
３
割
を

下
回
り
、
2
0
歳
代
が
最
も
低
く
全
国
（
Ｈ
1
4
年
）
と
比
較
す
る
と
、

全
年
齢
階
級
に
お
い
て
下
回
り
ま
し
た
。

　
１
日
の
平
均
歩
行
数
を
み
る
と
、
3
0
歳
代
男
性
で
９
５
９
１
歩
と

最
も
多
く
、
4
0
歳
以
降
で
年
齢
と
共
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
総
数
の
全
国
平
均
歩
行
数
（
Ｈ
1
4
年
）
と
比
較
す
る
と
、
男
性
で

は
了
７
５
３
歩
、
女
性
で
は
了
１
４
０
歩
で
、
県
の
了
６
５
１
歩
、

６
５
９
３
歩
と
と
も
に
、
わ
ず
か
に
下
回
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

運動習慣者の割合肥満者（BMI≧25）の割合
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肥満の判定Body Mass lndex(BMI)＝体重(kg)÷(身長(ｍ)２
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25.0以上
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18.5以上25,0未満

低体重（やせ）

　18.5未満

判定区分

　BMI

※あなたのBMIは？

）

＝（
　体重kg

(身長ｍ)２

※ウエスト周囲径は？

)cm
（

）（

※内臓肥満は？

　ウエストcm
一

一

ヒップcm

0.8より大きい数値は要注意！

　
壬
生
町
の
肥
満
の
割
合
（
Ｈ
1
5
年
）
は
、
男
性
2
7
・
２
％
、
女

性
2
4
％
で
、
国
・
県
よ
り
は
下
回
っ
て
い
ま
し
た
が
、
運
動
習
儒

者
の
割
合
は
、
男
性
1
7
・
３
％
、
女
性
1
7
・
了
％
と
な
っ
て
お
り
、

特
に
、
2
0
歳
代
か
ら
5
0
歳
代
に
か
け
て
運
動
不
足
が
み
ら
れ
ま
す
。

肥
満
の
判
定
は
Ｂ
Ｍ
－
値
「
2
5
」
以
上

　
Ｂ
Ｍ
－
（
体
格
指
数
）
は
肥
満
度
を
あ
ら
わ
す
指
数
で
、
国
際

的
に
使
わ
れ
て
お
り
、
「
2
2
」
が
健
康
で
い
る
た
め
の
標
準
指
数

と
さ
れ
ま
す
。
2
5
以
上
が
肥
満
で
、
ウ
エ
ス
ト
周
囲
径
が
男
性
8
5

９
女
性
9
0
四
以
上
は
肥
満
警
報
発
令
と
な
り
ま
す
。

２



　
さ
あ
、
夏
が
来
ま
す
。
二
の
腕
や
お
腹
の
ぶ
よ
ぶ
よ
が
気
に
な
り

ま
す
が
、
ぶ
よ
ぶ
よ
の
正
体
は
体
脂
肪
。
美
容
面
だ
け
で
な
く
、
健

康
面
に
も
悪
い
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

体
脂
肪
つ
て
？

　
人
間
の
身
体
は
、
体
脂
肪
と
そ
れ
以
外
の
組
織
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

体
脂
肪
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
る
、
外
部
の
衝
撃
か
ら
身
を
守
る
、

体
温
を
一
定
に
保
つ
な
ど
の
役
割
を
持
ち
、
貯
蔵
脂
肪
、
組
織
脂
肪
、

肝
臓
脂
肪
の
３
種
類
に
区
別
さ
れ
ま
す
。

　
主
に
体
脂
肪
と
い
う
と
貯
蔵
脂

肪
で
、
皮
下
脂
肪
、
内
臓
脂
肪
を

指
し
ま
す
。
一
般
に
は
、
「
体
脂

肪
計
」
で
体
脂
肪
率
を
計
り
ま
す

が
、
性
別
、
年
齢
に
よ
っ
て
差
が

あ
り
ま
す
。
体
脂
肪
で
、
上
半
身

が
太
め
で
内
臓
脂
肪
が
多
い
『
リ

ン
ゴ
型
』
、
下
半
身
が
ぽ
っ
ち
や

り
し
て
皮
下
脂
肪
が
多
い
『
洋
ナ

シ
型
』
が
あ
り
ま
す
が
、
リ
ン
ゴ

型
肥
満
は
要
注
意
で
す
。
中
年
男

性
に
多
く
動
脈
硬
化
や
高
血
圧
、

高
血
糖
を
招
き
ま
す
。

内臓脂肪型肥満　洋ナシ型肥満　リンゴ型肥満

(男性に多い)　おなかのまわり）（女性に多い）（に脂肪がつ＜

「
死
の
四
重
奏
」

　
リ
ン
ゴ
型
肥
満
の
怖
さ
を
示
す
一
例
と
し
て
、
「
死
の
四
重
奏
」

と
い
い
、
①
上
体
肥
満
②
高
血
圧
③
糖
尿
病
④
高
脂
血
症
の
４
つ
の

条
件
が
そ
ろ
う
と
自
覚
症
状
の
な
い
ま
ま
動
脈
硬
化
を
促
進
し
、
心

筋
梗
塞
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
喫
煙
習
慣
が
加
わ
る
と
突
然

死
す
る
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
『
死
の
五
重
奏
』
と
よ
び
警
告

し
て
い
ま
す
。

体
脂
肪
は
ど
う
し
て
付
く
の
？

　
太
る
、
や
せ
る
は
食
べ
物
か
ら
取
り
入
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
身
体

が
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
で
決
ま
り
ま
す
。

　
現
代
人
に
肥
満
が
増
え
た
の
は
、
高
脂
肪
・
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
欧

米
型
食
生
活
や
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
の
増
加
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
清

涼
飲
料
、
菓
子
な
ど
の
食
べ
過
ぎ
、
車
社
会
で
の
慢
性
的
な
運
動
不

足
等
、
今
の
生
活
習
慣
の
中
に
要
因
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
食
事
制
限
だ
け
で
な
く
、
健
康
的
に
肥
満
を
解
消
す
る
の
が

運
動
で
す
。

手
軽
に
で
き
る
運
動
の
す
す
め

聯
活
動
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
つ
く
る
（
１
日
１
万
歩
目
指
す
）

　
・
買
い
物
や
出
か
け
る
と
き
は
積
極
的
に
歩
く
。

　
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
し
Ｉ
タ
ー
を
使
わ
ず
階
段
を
使
お
う
。

　
・
毎
日
、
散
歩
を
楽
し
も
う
。

願
筋
カ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
よ
う
。

　
・
ダ
ン
ベ
ル
や
健
康
機
器
を
使
わ
な
く
て
も
、
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ

　
　
ル
の
間
に
下
の
絵
の
よ
う
な
体
操
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
ゆ
っ
く
り
腹
式
呼
吸
を
し
な
が
ら
約
1
0
秒
持
続
さ
せ
ま
す
。
転

　
　
倒
予
防
に
も
な
り
ま
す
よ
。

ダ
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
し
よ
う
。

　
・
か
ら
だ
の
か
た
い
部
分
や
か
た
い
側
か
ら
始
め
、
弾
み
を
付
け

　
　
な
い
で
ゆ
っ
く
り
と
息
を
吐
き
な
が
ら
伸
ば
し
て
い
き
、
軽
く

　
　
張
り
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
止
め
ま
す
。
体
の
温
ま
っ
た
入
浴
後

　
　
に
行
う
と
効
果
的
で
す
。

　
　
必
要
な
筋
肉
や
骨
を
保
ち
、
太
り
に
く
い
か
ら
だ
を
作
る
に
は
、

　
　
食
事
に
注
意
す
る
と
共
に
、
継
続
的
に
運
動
す
る
こ
と
が
大
切

　
　
で
す
。

「
一
に
運
動
、
二
に
食
事
、
し
っ
か
り
禁
煙
」

　
肥
満
や
そ
れ
に
伴
う
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
健
康
で
充
実
し
た

人
生
を
送
る
た
め
に
も
、
あ
せ
ら
ず
じ
っ
く
り
と
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い
。

３



鴨刺ち晦ﾉ
国保税は必ず納期内に納めましよう

　国民健康保険税は、助け合いによってみなさんの健康を守っていく大切な制度です。

医療費の心配なく安心して医療が受けられる体制づくりが必要です。

　あなたがかかる医療費は、窓口でお支払いいただく自己負担、国などの補助、そして保険税でまかな

われ、特に保険税はその主要な財源です。あなたと家族の健康な生活のために、保険税の役割とはたら

きを知づて､yづ保険税の籍限内納付にご脇力ぐださい。

40歳以上65歳未満の方は、国民健康保険税に介護分が含まれます

　特国保税の決め方
40歳未満

40歳以上65歳未満

(第２号披保険者)

哨･･算定方法（医療分・介護分）

　　所得割額

被保険者の所得に

応じて計算

jl’

1=j

ll

j

=|

鬘

＋ 　　資産割額

被保険者の固定資

産に応じて計算

医療分のみ

医　療　分

介　護　分

＋ 　　均等割額

披保険者一人いく

らと計算

＋ 　　平等割額

一世帯いくらと計算

舜国保税はいつから納めるの

　国保税を納めるのは、国保の被保険者としての資格を得たときからで、届け出をしたとき

　からではありません。加入の届け出が遅れたときは、資格が発生した月までさかのぼって

　国保税を納めることになります。

国保鋭の納付は､便利な口座振替で！

手続きは簡単です。

轡一度手続きをすれば翌年度からも自動的に継続されます。

手続きに必要なもの

轡預金通帳

馨通帳の届出印

Γ

λ 6

飯

諮

喋

題

冤
蔽
雄
一
一
翼

次の金融機関ぺ'･i･｢･･

足　利　銀　行　本　支　店

栃　木　銀　行　本　支　店

栃木信用金庫本支店
下野農業協同組合本支店

郵 使

お問い合わせ先　税務牒諸税係

　　局夕

昔81－1819

目゜に:にｓ匠･弓ぶ若‘s⊇.　jMびまk)句励(ｾyj

　国民健康保険高齢受給考証は、毎年８月１日に更新されます。本年は、７月25日頃、発送

の予定となっております。　７月31日になっても届かない場合は、保健諜国民健康保険係にお

問い合わせください。

　現在お持ちの高齢受給考証は、７月31日で期限切れとなりますので、ご注意ください。

　なお、８月１日以降になりましたら、役場保健課か住民課又は稲葉・南犬飼出張所へ返還

してください。　　　　　　　　　　　お問い合わせ先　保健課国民健康保険係　昔81－1836

威迫[声ﾂタヽ回[則ｼﾞ飢漣誕趾弧励しも匈
　人間ドック（日帰り・一泊二目）・脳ドック検診助成の９月から18年２月の間に受診でき

る日が、数日残っています。疾病予防のためにこの機会に受診しませんか。

　日程及び医療機関等の詳細については、保健課国民健康保険保へお問い合わせください。

　なお、対象者は、壬生町国民健康保陰核保険者で、35歳以上70歳未満（老人医療適用者は

除きます｡）の国民健康保険税完納世帯に属する方です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせ先　保健諜国民健康保険保　昔81－1836

４



国民健康保険をささえる保険税

　国民健康保険に加入すると、保険税を支払う義務が生じます。納められた保険税は、国などの補助金

と合わせて、みなさんが病気やケガをしたときの医療費をはじめ、お子さんが生まれたり、ご家族のだ

れかが亡くなったときなどの給付費用にあてられます。

　このように保険税は、国民健康保険を運営するための大切な財源なのです。

●保険税を滞納すると

　※災害などの特別な理由もなく、長い問保険税を納めないでいると、やむを得ず次のような

　　措置を取ることがあります。

　１．納期限を過ぎると

　　　　督促が行われます。延滞金を徴収される場合がありますので速やかに納めましょう。

２．それでも納めないでいると

　　　通常の保険証の代わりに短期被保険者証が交付される場合があります。短期披保険者

　　証は、保険証の有効期間が短く、期限切れごとに保険証の交付を受けることになります。

３．納期限から１年間を過ぎると

　　　披保険者資格証明書が交付されます。披保険者資格証明書とは、壬生町が保険税を滞

　　納している人に対し、保険証を返してもらい、その代わりに交付する書類です。国保の

　　被保険者の資格を証明するだけのもので、保険証のように受診券とはなりません。です

　　から、お医者さんにかかるときは、医療費をいったん全額自己負担することになります。

　　　全額自己負担で診療を受けられた場合、本来保険者である町が負担する７害り分を戻す

　　国民健康保険特別療養費支給申請・請求を、診察を受けた月の翌々月以降に領収書持参

　　のうえ、保健課国民健康保険保に対して行うことになります。

　　　特別療養費を含む療養費の請求権は、診療費を支払った日の翌日から起算して２年で

　　時効により消滅します。

４．納期限から１年６か月間を過ぎると

　　国保の給付が、全部または一部差し止めになります。

５．それでも納めないでいると

　　差し止められた保険給付額から滞納分か差し引かれます。

注意：以上の措置がとられても、その間の保険税の納付義務がなくなることはありません。

５

●●●「短期被保険者証」や「資格証明書」が交付される前に

早めに相談をｊ

納付が困難な場合は、滞納のままにせず納付方法について、早めに担当窓口にご相談ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（納付相談窓口：総務部税務課収税係　昔８１－１８１６）

※災害などの特別な理由とは、次のような場合をいいます。

　（1）政令で定めた特別な事情があると認められた場合。

　　　たとえば、世帯主が財産の災害、盗難にあったときや事業で著しく損失を受けたときなど。

　（2）70歳以上（65歳以上で障害認定を受けている方）の老人保健制度で、医療を受けている場合。

　（3）厚生労働省で定める公費負担医療を受けている場合。



守ずﾀﾞうytﾚ訥両建6幼l，
タ◇「マイ・チャレンジ」つて伺なの？

i↓　　中学２年生が、５日間、地域の人たちの指導や支援を受

　りr%入　けながら、取り組む社会体験活動です。現在、県内で展開

　　　されている心の教育総合推進「栃木の子どもをみんなで育

　　　てよう」運動の「地域実践版」とも言えるでしょう。

◆どうして「マイ・チャレンジ」をやるの？

　①生徒にとって

　・地域の人々とふれあうことで、あいさつや社会のマナーの必要性を学び、「共に生きる

　心」や「感謝の心」が実感をもって育まれる。

・地域や地域の人々を身近に感じ、地域の一員としての自覚がもて

　る。

・体験を通して、今までの自分を見直し、これからの「生き方」を

　真剣に考えるようになる。

②家庭にとって

・体験活動の話題をきっかけに家族で「社会のこと」や「子ども

　の将来」について話し合われるようになる。

・家族の中で、子どもの「よさ」や「課題」が見えてくる。

③学校や地域にとって

　・体験活動後も、５日間で出来上がった地域の人々と生徒の関係を

　大切にすることで、地域と学校の連携が深まる。

・地域の人々と生徒が、あいさつし合ったり声を掛け合ったりするようになることで、地

　域の教育力が高まる。

◇「マイ・チャレンジ」は中９生だけで活動するの？

　　　活動期間中、生徒は自宅から体験先まで直接通います。

　　活動中は体験先（商店、工場、施設など）の方々や、地域

　　（保護者、高齢者など）の方々が「指導ボランティア」と

　　して生徒の活動の指導や支援に当たってくださいます。

　　　また、学校の先生も毎日担当活動場所への巡回指導を行

　　います。

◆「マイ・チャレンジ」の活動中に、け

　ガをしたりものをこわしたりした５ど

　うするの？

　学校では、活動前に生徒にけがや事故のないよう十

分指導しますが、万一事故が起きた場合を考え、参加

する中学生、指導ボランティアのけがや商品・施設な

どの破損に備える保険に加入します。

６
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114歳=51地域1之学ぷいTきじj=Nき'

.
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弔成17席度=｡j，Jjl:壬生町ﾏｲ･ﾆﾁﾔﾚ｡ﾚgjjlﾝｼﾞ推進事業つ｡

　壬生町の中学２年生364名（壬生中193名、南犬飼中171名）が５日間、学校を離れ（壬生中:平

成17年11月７日～11月11日／南犬飼中:平成17年11月14日～11月18日）

　　自分の興味・関心のあること

　　将来やってみたいこと

などに基づき、地域に出かけていき、教室では学べない社会体験活動を行います。

マイ・チャレンジj体雛囁勅膏袁える)ため)

　　　　雛城森みなざんの)ご環解ご協力膏お願い心家す１

この事業は授業の一環として行うため、学校が中心となって計画・実施されますが

　◇「学校・家庭・地域が力を合わせて地域の子どもを育てる」ことが趣旨であること

　◇体験活動が地域社会で行われること

　　　　　　　　から、地域のみなさんのご理解・ご協力が何よりも大切になります。

壬生町マイ・チャレンジ推進協議会が地域へ　１
の広報や協力依頼、体験場所や指導ボランティ

アの確保に努力しています。

マイ・チャレンジ推進協議会の構成

　　　　　　　　　　　　　　（学校関係以外）

☆壬生町女性団体連絡協議会

★壬生町老人クラブ連合会

☆壬生町ＰＴＡ連合会

★壬生町社会福祉協議会事務局

☆壬生町自治会連合会

★壬生町民生委員協議会

☆壬生町社会教育委員

★おもちゃ団地協同組合事務局

☆壬生町商工会事務局

★壬生町各商店会（おもちゃのまち／おもちゃ

　のまち東口／栄町蘭学通り／仲通町）

☆下野農業協同組合壬生地区営農経済センター

★壬生町認定農業者協議会
｜　☆壬生町役場関係各課　　　　　　　　　　　｜

　　　　　　　　　　　　　－ ･ ‥ - - - ･ - - - - - - - ･ - - - ･ - - - - - - - - - - - ･ - - - - - ･ ･ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ･ - - - - - - - - - - ･

７

◆◇◆地域のみなさんへの３つのお願い◇◆◇

　①壬生中・南犬飼中の生徒をそれぞれの活動期間

　　中に原則５日間受け入れていただける企業・

　　商店・事業所・サークル・施設などがありまし

　　たら、下記の連絡先までご連絡ください。

②活動期間に指導ボランティアとして、指導して

　いただける方がいらっしやいましたら、下記の

　連絡先までご連絡ください。

③活動期間中、中学２年生が体験活動に取り組ん

　でいる姿を見かけられたときには、あいさつや

　励まし、アドバイスなどの言葉をかけてあげて

　ください。

壬生中

南犬飼中

　ご達絡・お問い合わせ先　　…………･=･…………………………

（安武裕一）:TEL82-6690 FAX82-2049

（高橋祐一）:TEL86-0134 FAX85-1205
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８
月
１
日
、

老
人
保
健
の
一
部
負
担
割

合
が
再
判
定
さ
れ
ま
す
。

　
老
人
保
健
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
時
に

自
分
で
支
払
う
費
用
（
一
部
負
担
金
）
は
、
所

得
に
応
じ
て
１
割
の
人
と
２
割
の
人
が
い
ま
す
。

こ
の
負
担
割
合
は
、
前
年
の
所
得
状
況
か
ら
別

表
①
の
基
準
に
よ
り
、
毎
年
８
月
１
日
付
け
で

判
定
し
な
お
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
２
割

か
ら
１
割
に
、
あ
る
い
は
圭
割
か
ら
２
割
に
負

担
割
合
が
変
更
に
な
る
方
が
い
ま
す
。

　
負
担
割
合
に
変
更
が
あ
る
方
に
は
、
町
か
ら

７
月
中
に
通
知
と
新
し
い
受
給
考
証
を
お
送
り

し
ま
す
の
で
、
以
前
の
受
給
者
証
は
後
日
、
役

場
へ
ご
返
却
下
さ
い
。

　
負
担
割
合
に
変
更
の
無
い
方
に
は
特
に
通
知

は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
通
知
の
無
か
っ
た
方
は
、

こ
れ
ま
で
の
受
給
者
証
を
引
き
続
き
お
使
い
く

だ
さ
い
。

一
部
負
担
割
合
が

　
　
　
　
　
　
変
わ
る
と
・
：

　
病
院
に
か
か
っ
た
際
に
窓
口
で
支
払
う
医
療

費
の
他
、
コ
ル
セ
ッ
ト
等
の
治
療
用
の
装
具
、

医
療
上
必
要
と
認
め
ら
れ
た
は
り
、
灸
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
に
か
か
っ
た
と
き
等
の
一
部
負
担
額
が

変
わ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
別
表
②
の
と
お
り
、
一
か
月
当
た
り

の
自
己
負
担
限
度
額
も
変
わ
り
ま
す
。

　
窓
口
で
支
払
っ
た
医
療
費
の
月
合
計
額
が
こ

の
額
を
超
え
た
場
合
、
超
え
た
分
の
金
額
が
高

額
医
療
費
と
し
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
　
※
注
・
た
だ
し
保
険
が
効
か
な
い
も
の
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

２
割
負
担
の
方
で
も
、

請
で
１
割
負
担
に
な
る

も
い
ま
す

方申

　
２
割
負
担
の
方
で
も
、
世
帯
内
に
い
る
7
0
歳

以
上
の
方
の
総
収
入
額
（
所
得
額
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
）
が
、
一
定
以
下
の

方
（
別
表
①
参
照
）
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

別
途
申
請
頂
く
こ
と
に
よ
り
圭
割
負
担
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
基
準
収
入
額
適
用

申
請
と
い
い
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、

町
か
ら
通
知
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。

所得によって自己負担額が変わります

　別表①
　　《所得による負担区分の判定基準》

一定以上

の所得が

ある人

70歳以上の人及び老人保健で医療を受け

る人のうち、１人でも一定の所得（ｲ主民

税の課税所得が145万円）以上の人が同
一世帯にいる人にあたります。

ただし、70歳以上の人及び老人保健で医

療を受ける人の収入の合計が、２人以上

の場合は621万円未満、１人の場合は484

万円未満である場合は、その旨申請した

場合に限り「一般」の区分と同様になり、

１励」負担となります。

※平成17年８月判定から、負担割合判定

　の基準所得額等が変更になりました。

低所得Ⅱ
世帯の全員が住民税非課税の人（ｲ玩所得

Ｉ以外の人）にあたります。

低所得エ

世帯の全員が住民税非課税で、その世帯

の各所得が必要経費・控除（年金の所得

は控除額を65万円として計算）を差し引

いたときにＯ円となる人にあたります。

年収例：単身世帯で年金収入のみの場合

　　　　65万円以下

※低所得Ｉ・Ⅱの人は、入院の際に「限度額適用・

　標準負担額減額認定証」の申請が必要となります。

８



　
Ｉ
割
負
担
の
方
の
中
で
、
所
得
や
収
入
が
一

定
以
下
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
請
を
頂
け

れ
ば
、
低
所
得
Ｉ
・
低
所
得
Ｈ
と
し
て
左
表
の

と
お
り
一
か
月
当
り
の
自
己
負
担
限
度
額
が
一

般
の
方
よ
り
さ
ら
に
安
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

入
院
し
た
時
に
か
か
る
食
事
代
に
つ
い
て
も
減

額
に
な
り
ま
す
。

別表②

０１か月の一部負担金限度額及び１日当りの入院時の食事代○

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
か
ら
全
員
に
通
知
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
申
請
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
　
こ
ち
ら
の
減
額
認
定
証
に
つ
い
て
は
、
有
効

期
限
が
毎
年
７
月
3
1
目
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
現
在
お
持
ち
の
方
が
再
度
該
当
と
な

る
場
合
に
も
申
請
し
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

入院時の
食　事　代
（１日当り）

個人ごとの
外来限度額

一部負担限度額

(外来十入院)

(世帯で合算)

一定以上の

所　得　の

あ　る　人
　（２害U）

40,200円
72,300円

十１％※①

780円

一　　　般
（１害U）

12,000円 40,200円

低所得者

（１励』）

II

8,000円

24,600円
650円

※②

Ｉ 15,000円 300円

※①医療費総額が361､500円を超えた場合、越えた分の１％が

　72､300円に加算されます。また、過去12か月間に４回以上高

　額に該当した場合、４回目以降は40､200円となります。

※②低所得者区分豆に該当した後から数えて、１年間で90日以

　上入院があった人は再申請することによって、さらに500円

　に減額されます。

　
負
担
割
合
が
変
更
に
な
る
方
及
び
低
所
得
Ｉ
・

Ｈ
に
該
当
す
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
員
に

対
し
て
町
か
ら
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
が
、
自

分
は
該
当
す
る
は
ず
だ
と
思
う
の
に
８
月
に
入
っ

て
も
通
知
が
来
な
い
、
と
い
う
方
は
、
お
手
数

で
す
が
役
場
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
　
ま
た
、
通
知
後
で
あ
っ
て
も
、
所
得
額
の
変

更
及
び
訂
正
や
、
世
帯
内
で
所
得
の
あ
る
方
が

異
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
負
担
割
合
等
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
心
当
た
り
の
方

は
お
申
し
出
頂
け
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
に
も
、

老
人
保
健
担
当
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
・
健
康
保
険
証
が
変
更
に
な
っ
た

　
・
転
居
し
た
、
転
出
し
た

　
・
世
帯
構
成
に
変
更
が
あ
っ
た

　
・
交
通
事
故
で
病
院
に
か
か
っ
た

必
ず

老人保健についての

　　　詳しいお問い合わせは…

び
福祉課　医療保険係

　　昔81－1832

９



平威16年度　ごみ偏理経費

町螢烋で①　　約４億4,762万円7

－世帯当たり　鈎３万2,808円

平成16年度ごみ処理経費

　ｌｔ当たりの
　ごみ処理経費

煙硝

もえるごみ 約　　28,671円

もえないごみ 約　　59,153円

ガラス・びん類 約　　63,214円

資　源　ご　み 約　　36,205円

１世帯当たりの
ごみ処理経費
(約32,808円)
∧‾へ

もえるごみ 約　　22,322円

もえないごみ 約　　　5,742円

ガラス・びん類 約　　　1,618円

田ﾋﾟ］ 資　源　ご　み 約　　　3,126円

１年間にかかるご

み収集・処理費用

(約４億4,762万円)

　禰|鸚

もえるごみ 約　３億456万円

もえないごみ 約　　7,834万円

ガラス・びん類 約　　2,207万円

資　源　ご　み 約　　4,265万円

ガ
寇

清掃センターからの

　　　お願い

●びんやペットボトルは、必ず、 キャップ

を取り、中を水洗いしてから出してくだ

ベッドボトルは

中を空にして出
-

　
町
で
は
、
皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
た
ご
み
を
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ご
み
処
理
に
は
、
左
表
の
と
心
リ
多
額
の
経
費
を
要
し
、
１
年
回
で

約
４
畳
々
デ
６
２
万
円
、
１
世
帯
当
た
り
で
約
３
万
２
。
８
０
８
円
か
か
っ

て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
ご
み
を
減
量
し
、
正
し
い
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方

で
、
施
設
の
機
械
設
備
等
が
長
持
ち
し
、
さ
ら
に
、
焼
却
灰
を
埋
め
立
て
る

最
終
処
分
場
も
長
持
ち
す
る
な
ど
、
経
費
の
節
減
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
分
別
の
徹
底
の
た
め
、
収
集
袋
を
透
明
、
ま
た
は
半
透
明
の
袋
に

ル
ー
ル
化
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
心
願
い
い
た
し
ま
す
。

皿膝詰皿影』』
　腰気哺濃監碩詰問
｢家庭用ごみ処理器設置事業

　　　　　　　補助金交付制度｣

　町では、ごみ減量化推進の一環として、一般家庭で

「生ごみ処理器」を購入・設置した方に本体価格（消

費税込）の２分の１を補助しています（但し、限度額が

あります｡）。多くの家庭で、このごみ処理器を利用して、

ごみの減量にご協力ください。

⑤限度額

尚問合せ先

20,000円（生ゴミ処理器１器につき）

町民生部保健課　昔81－1834

清掃センター　　昔82－3424

10

さい。ベットボトルは、ラベルもはがし

てください。

参中身の入った缶やびん、

　収集できません。必ず、

　してください。

参ごみは決められた収某日の朝、ごみステー

ションに出してください。



家電４品目

(テレビ･冷蔵庫・洗濯騰・エアコン)の廃棄は

小売店や一服廃棄物傭理栞斟諜者に剔軋ましよう!

1）腫鵬を賎える胎陳聡た使誹りかっている胎

　小売店に引取ってもらいます。その際に処理料金（リサイク

ル料金）と収集・運搬料金を小売店に支払います。

　　　消収集・運搬料金　　家　　　　　　　　　家
　　　　　　　　十　　　　　電　　　　　　　　　　電

　　　費　　処理料金　　、．小　　処理料金　　　　メ
　　　　　　　　　　　　.゛売　　　　　　　　　　１

　　　者　　　　　　　　　店　　　　　　　　　　ツ

　　皿

71

r=零-ＭＨ　乙一一-、
-

　エアコン

）

ﾚ聯詞

斤帽∩
リ

四　=7

テレビ　　冷蔵庫　洗濯機

2)旅似外(買った/｣感勁坏明､皿胚で購入など)

　壬生町一般廃棄物処理業許可業者（許可業者）に収集・運搬

を依頼します。

　その際、事前に最寄りの郵便局で処理料金（リサイクル料金）

を（財）家電製品協会家電リサイクルセンター（RKC）に振込み、

納付証明書を家電製品に添付します。許可業者には、収集・運

搬料金のみ支払います。

清水

者　　　　納付証明書

許

可

業

者

-一一･柵
　　　./゛

家
電

メ１

力
｜

処理料ぶ｀!哨kx　　　　　　。｡｡〆/sl;77ら鈍感

郵　便　局
〆゛''

※許可業者につきましては、ト喪に掲載しています。

※テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコンを廃棄する場合は、

処理料金（リサイクル料金）

テレビ:2,850円　洗濯機:2,520円

冷蔵庫:4,830円　エアコン:3,675円

　　　　　　　　　　　（消費税込）

と 収集運搬料金 が必要となります

注１：テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコンをごみステーションには、絶対に出さないでください。

注２：テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコンは、清掃センターでは取り扱いませんので、持ち込まないでください。

　　千生町一般廃棄物処理業許可業者一覧表

(家電4品目《テレビ･エアコン・冷蔵庫･洗濯機》収集運搬業者)

硲． 業者名 住　　　　所 電話番号
No.

業者名 住　　　　　所 電話番号

１ 株式会社人商

〒328-0002

栃木市惣社町2,181番地

　代表取締役　　　大貫　雅弘

0282(27)

8248
６ 栃南産業株式会社

〒329-0524

上三川町大字多功2,494

　代表取締役　　　高島　良教

0285(53)

5557

２

企業組合

とちぎ労働

福祉事業団

〒321-0152

宇都宮市西川田７丁目１番２号

　理事長　　　　　佐藤　賢二

028(645)

5561
７ 株式会社秋和美装

〒321-0982

宇都宮市御幸ケ原町2 －68

　代表取締役　　　秋山　和夫

028(6肘)

７４９０

３ 仲田総業株式会社

〒321-0111

宇都宮市川田町836番地３

　代表取締役　　　仲田　俊夫

028(635)

2151
８
有限会社

ミサキ商事

〒321-0221

壬生町大字藤井I,842

　代表取締役　　　戸崎　　肇

0282(82)

1776

４
有限会社

大林環境サービス

〒329-0501

石橋町大字上古山８－５

　代表取締役　　　大林　恒男

0285(53)

5584
９ 程塚商事株式会社

〒321-0954

宇都宮市元今泉３丁目８番５号

　代表取締役　　　本渾　典子

028(653)

5282

５
有限会社

マルショー

〒321-0201

壬生町大字安塚1857－ 1

　代表取締役　　　臼井　宏之

0282(86)

5443

10
有限会社

関東実行センター

〒323-0027

小山市花壇町１丁目12番10号

　代表取締役　　　山本芳之助

0285(23)

3026

11

問い合わせ先 壬生町清掃センター　昔８２－３４２４

ヽ一一



昌良治詣公述1酒仙聡勿

　　旧態犯回訓EIぺご聡励加代睨か４

申
請
に
よ
り
保
険
料
を
減
額

　
介
護
保
険
料
は
、
所
得
に
応
じ
て
５
段
階
に
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
壬
生
町
で
は
、
第
２
段
階
に
該
当
す
る
方
の
う
ち

特
に
生
計
困
難
な
場
合
（
次
の
ア
～
工
ま
で
の
す
べ
て
の
条

件
を
満
た
す
方
）
は
、
申
請
に
よ
り
第
１
段
階
と
同
額
の
保

険
料
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
申
請
時
に
収
入
状
況
等
を
お
間
き
し
、
審
査
後
、

減
額
の
可
否
の
通
知
を
し
ま
す
。

　
ア
、
本
人
と
生
活
を
共
に
し
て
い
る
（
世
帯
分
離
し
て
い

　
　
る
場
合
を
含
み
ま
す
）
家
族
全
員
の
前
年
の
所
得
が
な

　
　
い
こ
と
。

　
イ
、
ア
に
お
け
る
前
年
収
入
金
額
が
１
２
０
万
円
以
下
で

　
　
本
人
の
前
年
収
入
額
が
８
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

　
ウ
、
同
居
、
別
居
に
か
か
わ
ら
ず
市
町
村
民
税
課
税
者
の

　
　
扶
養
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

　
工
、
資
産
等
を
活
用
し
て
も
、
な
お
、
生
活
が
困
難
と
認

　
　
め
ら
れ
る
こ
と
。

　
「
注
　
意
」

　
上
記
の
ほ
か
、
世
帯
員
に
未
申
告
の
方
が
い
ま
す
と
適
用

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
減
額
分
は
年
度
末
で
お
返
し
し

ま
す
の
で
、
未
納
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

三
申
請
方
法

　
本
人
ま
た
は
家
族
等
の
方
が
所
定
の
申
請
書
に
記
入
し
、

町
税
務
謬
錯
税
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
減
額
に

該
当
し
た
場
合
の
受
取
方
法
（
口
座
振
込
希
望
の
場
合
、
本

人
の
口
座
番
号
）
も
ご
指
定
く
だ
さ
い
。

』
受
付
期
間

　
原
則
と
し
て
、
平
成
1
7
年
８
月
１
日
㈲
～
3
1
日
本

※
こ
の
期
間
以
外
も
随
時
受
付
し
ま
す
が
事
前
に
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

　
受
付
・
問
合
わ
せ
先

　
町
総
務
部
税
務
課
諸
説
係
　
昔
８
１
－
１
８
７
９

･=‘一汗･y介護保険料は所得に応じて５段階になっております疹

∩
工
①
一
一

段　階 対　　　象　　　者 算定式 年間保険料

第１段階
生活保護者受給者または老齢福祉年金受給者で世帯

全員が町民税非課税
基準額×0.5 15,900円

第２段階 世帯全員が町民税非課税 基準額×0.75 23,850円

第３段階
世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人は町

民税非課税

基準額×1.0

　(31,800円)
31,800円

第４段階 本人が町民税課税で前年の合計所得が200万円未満 基準額X1.25 39,750円

第５段階 本人が町民税課税で前年の合計所得が200万円以上 基準額×1.5 47,700円

７
月
は。
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〃

　
　
　
　
　
　
　
強
化
月
間
で
す

　
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
に
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

青
少
年
健
全
育
成
標
語

　
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
り
、
犯
罪
の
未
然
防
止
と
、

標
語
を
、
中
学
生
２
学
年
を
対
象
に
募
集
し
ま
し
た
。

て
厳
正
に
審
査
し
選
出
さ
れ
た
作
品
で
す
。

更
生
の
た
め
に
援
助
で
き
る

青
少
年
問
題
協
議
会
に
お
い

平
成
1
7
年
度
青
少

　
氏
　
　
名
　
　
学
校
名
　
　
作

最
優
秀
関武
田

美
穂
住
那

優
　
秀

　
飯
塚
　
拓
也

　
高
実
子
天
資

佳
　
作

　
粂
川
　
鮎
美

　
佐
藤
　
由
佩

　
粂
川
　
紘
慧

　
早
乙
女
大
貴

　
大
森
　
由
貴

　
手
呂
内
　
歩

壬
生
中

犬
飼
中

犬
飼
中

犬
飼
中

　
　
μ

　
　
μ

壬
生
中

　
　
μ

　
　
μ

育
成
標
語
結
果

　
品

あ
た
た
か
い

あ
い
さ
つ
は

ぜ
っ
た
い
に

や
め
よ
う
よ

家
庭
で
築
く

心
を
つ
な
ぐ

素
直
な
心

始
め
の
一
歩

負
け
て
た
ま
る
か
　
誘
惑
に

そ
の
一
言
が
　
仲
間
を
救
う

や
り
ま
せ
ん
　
断
る
勇
気
　
育
て
よ
う

危
な
い
よ
　
誘
い
の
言
葉
　
気
を
コ
け
て

あ
い
さ
つ
が
　
明
日
を
拓
く
　
鍵
と
な
る

考
え
て
　
夜
の
外
出
　
危
険
は
無
限
回

や
ら
な
い
よ
　
必
要
な
の
は
　
強
い
意
志

や
っ
ち
や
ダ
メ
ロ
　
自
分
の
こ
と
を
　
大
切
に

12



併JMjﾐ壬

さ公開録画
り
Ｊ

昏
Ｉ
｛
、

　一一
　－--
↓

＿_．

あいさつをする清水英世町長

　
６
月
５
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
・
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
壬
生
町
合
併
5
0
周
年
記
念

事
業
で
あ
る
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
番
組
「
Ｂ
Ｓ

ど
１
も
く
ん
ワ
ー
ル
ド
」
公
開
録
画
が
、

壬
生
町
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局
主
催
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
演
に
先
立
ち
壬
生
町
長
清
水
英
世
が
、

「
現
在
の
壬
生
町
が
誕
生
し
て
5
0
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
気
番
組
で
あ
る
、
Ｂ
Ｓ
ど
１

も
く
ん
ワ
ー
ル
ド
の
公
開
録
画
を
開
催
で

き
る
こ
と
を
関
係
者
に
感
謝
い
た
し
ま
す

と
共
に
、
本
日
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た

だ
き
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
公
開
録
画
に
は
、
事
前
の
観
覧
応

募
者
数
が
入
場
定
員
の
約
３
倍
を
数
え
る

申
し
込
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、

抽
選
の
結
果
当
選
さ
れ
た
、
約
９
０
０
名

の
方
が
観
覧
さ
れ
、
出
演
者
の
歌
や
踊
り
、

そ
し
て
、
ゲ
ス
ト
の
匙
マ
リ
ッ
ク
シ
ョ
ー

な
ど
、
約
１
時
間
1
0
分
に
渡
る
公
開
番
組

を
楽
し
み
ま
し
た
。

ヘノ

家族連れで満席の会場午前９時過ぎから並んで待ちました　　Mr.マリックさんとステージでマジックを披露

ヽ一一

「
夥
Ｊ
″
’
、
‐
‘
・
・
、
Ｑ
『
１
啄
ｒ
ど
１
も
が
行
く
’
・
』

荒
川
色
ゆ
り
き
’
几
、
石
崎
七
彩
色
’
几
、
鈴
ホ
干
鴇
色
’
几

　
　
　
　
　
　
県
内
役
を
見
事

　
５
月
1
5
日
、
町
総
合
公
園
及
び
お
も
ち
ゃ

博
物
館
で
、
Ｂ
Ｓ
ど
Ｉ
も
く
ん
ワ
ー
ル
ド
ど
Ｉ

も
が
行
く
！
『
壬
生
町
に
き
て
ね
！
お
も
ち
ゃ

で
あ
そ
ぼ
～
！
』
の
収
録
が
行
わ
れ
、
石
崎

七
彩
さ
ん
、
鈴
木
千
尋
さ
ん
、
荒
川
さ
ゆ
り

さ
ん
（
い
ず
れ
も
睦
小
３
年
）
が
出
演
し
、

お
も
ち
ゃ
の
作
り
方
や
遊
び
を
指
導
し
て
く

れ
た
森
長
隆
人
さ
ん
と
共
に
、
ど
１
も
く
ん

と
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
た
り
あ
そ
ん
だ
り
し
て
、

お
も
ち
ゃ
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
紹
介
し
て
く

れ
ま
し
た
。
朝
か
ら
夕
方
ま
で
の
Ｉ
日
が
か

り
の
収
録
で
し
た
が
、
三
人
の
お
友
だ
ち
は
。

「
大
変
だ
っ
た
け
ど
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で

す
。
」
と
初
め
て
の
体
験
の
感
想
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

に
果
た
す
日
‥
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まちのわだい
育て人権の花　　　　………,.,..，

　　　　　きれいな花！

　子どもたちの人権教育の一環として、例年行われて

いる宇都宮地方法務局、栃木人権擁護委員協議会によ

る「人権の花」運動の花の贈呈式が、６月９出睦小

学校で行われました。

　この運動は、子どもたちが協力し合って花を育てる

ことで、お互いのコミュニケーションを図り、情操を

より豊かにし、人権思想に対して少しでも理解しても

らおうと実施しているものです。

　今年は、マリーゴールドとブルーサルビアの苗が町人権擁護委員の方々から環境委員会の児童たちに手渡され、同

会を代表して６年生の南晴貴さんが「これから、環境委員会が中心となり大切に育てていきます。そして、今よりもっ

と友だちを思いやる優しい心を育て、仲良くしたいと思います｡」とお礼の言葉を述べました。

｡｡｡………小藪用水一帯に

ホタル乱舞…………

　６月上旬から中旬、大字七ツ石地内を流れる小

藪用水一帯で、家族連れなど、ホタルを楽しむ姿

が見られました。

　３年前から、いなば花と緑の郷づくり協議会

（伊藤充哉会長）が、事業の一環として、以前の

ようにホタルの舞う里に復活させようと、町内で

蛍の郷づくりを推進している「けいよりん」（宮

田次男代表）からゲンジボタルの幼虫の提供を得

て、放流が始まりました。

　地元で蛍の復活に携わるっている早乙女成生さ

んは、「放流し始めて３年目になり、蛍を鑑賞で

きるまでになったが、放流したホタルが自然繁殖

するようになるといいんだが、まだ時間がかかり

そうだね｡」と話してくれました。

　子どもたちを狙った凶悪な事件が多発している中，子どもたちの安全確保　顎獄゛jj=il===万,゛=i=雅一lt‘

の一助にと，この程，町内小学校に防犯用具の“さすまた８本”と防犯パト　yl.=･,･づぐj.yy｡,……,｡ﾚ……⊃ｽﾞ=j｀:万,.y:=ﾌﾞ，

ロール用の“防犯ステッカー56枚”が寄贈されました。

　寄贈されたのは、社団法人栃木青年会議所（田村正敏理事長）で、同会議

所は、「明るい豊かな社会を築き上げる」ことを目的として、栃木市、大平

町、都賀町、西方町、壬生町をエリアとして活動しています、先に実施した

「チャリティゴルフコンベ」のチャリティ企て、同管内の全小学校に寄贈さ

れ、６月17日、同チャリティゴルフ実行委員長（大阿久広行委員長）と共に、

町教育委員会を訪れ、篠原義明教育長に手渡されました。

Ｈ



　　　　まちのわだい地域の話題などをお寄せください

…………､､｡｡都市｡と農村の交流を図る

広報公聴係昔81－1812

……:゛':15177111゛i.･.･'･j.･.i(･゛･･･゛1.1'･.:゛･:.･:゛゛.･･:i･･.･:･.illi.……゜゛゛゛7･'.11二.･t
,ヽなばの郷いちご狩りふれあいフエステ4'j･バルj.･=｀L2･'jl'･1.11"j'゛l°.……

６月５日、稲葉小学校を会場に、「いなばの郷いちご狩りふれあいフェスティ　==i=………’==･.･=i11

バル」が開催されました。

　いなばの郷いちご狩りふれあいフェスティバルは、いちごをはじめとする稲

葉地区の豊富な農産物の消費拡大と、都市と農村のふれあい、交流を図ろうと、

いなば花と緑の郷づくり協議会（伊藤完成会長）主催により行なわれているも

ので、今年で３回目となります。

　いちご狩りに参加したみなさんは、稲葉小学校からいちご狩りの会場となる

ビニールハウスまで「ストロベリーハイキング」をしてから、いちご狩りを行

いました。

　また、稲葉小学校では、模擬店が立ち並んだほか、バンド演奏、チャリティー

演歌ショーなどのイベントが行なわれ、会場は大勢の家族連れで賑わいました。

剛三元………::11111:･;1:
::ｪ;;1:･i::最高齢者の細川マツ

偕瓢l昌器ぶこﾄわ談p二
　小さい子供からお年寄りまでが、ゲートボールを通してふれあい、地域内

交流を図ろうと、５月28日、六美町北部自治会（花田薫自治会長）主催の、

ゲートボール大会が行われました。

　大会には、幼児から91歳までのお年寄り合わせて約60名が参加し、「ぼくのボー

ル当てないで」、「誰ちゃん、上手だねえ」と、和やかに行われていました。

　週４回の練習を楽しみにしているという、91歳の細川マツさんは、「今日

廿　は特に楽しいですね」と話してくれました。

………1……　　試合後には、豚汁を食べながら、さらに交流を深めていました。

　５月29日、第35回町民歩け歩け大会が開催されました。

　町総合公園陸上競技場から出発し、町総合公園及びわんぱく公園内を

通り、陸上競技場に戻る、４半日のコースを約１時間で歩きました。

　町民歩け歩け大会は、例年秋に行われていましたが、今年は春に季節

を移して開催されました。参加者のみなさんは、緑あふれる公園を歩き、

さわやかな汗を流しました。

　大会終了後、最高齢者の大栗正次郎さん（82歳）に花束が贈られ、70

歳以上の参加者のみなさんに記念品が贈られました。
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　５月29日、環境美化キャンベーン中央行動が、町内一斉に実施さ

れました。

　当日は、町商工会、建設業協同組合、町職員など11団体が役場に

集合し、午前８時から町内６ヵ所に分かれて、道路等に捨てられて

いる空き缶やゴミ等の収集を行いました。

　また、町内77の自治会においても、早朝から地域の公園や土手な

どを清掃しました。

・環境美化キャンベーン参加総数（中央行動、自治会、企業）約7､038人

参ごみ収集量　空き缶　11､250個　　空き缶以外　4､800kg



　
お
も
ち
や
博
物
館
は
平
成
７
年
４
月

に
開
館
し
て
今
年
で
1
0
周
年
を
迎
え
ま

す
。
開
館
1
0
周
年
を
記
念
し
て
、
お
も

ち
や
博
物
館
の
北
側
に
ジ
オ
ラ
マ
棟
が

建
設
さ
れ
、
２
階
に
設
け
ら
れ
た
「
鉄

道
模
型
の
部
屋
」
が
７
月
3
0
日
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
昨
年
、
兵
庫

県
姫
路
市
の
鉄
道
愛
好
家
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
、
巨
大
鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
を
復
活
さ

せ
よ
う
と
、
県
内
外
の
鉄
道
愛
好
家
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
修
復
作
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
修
復
作
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
は
、
リ
ー
ダ
ー
を
努
め

る
小
島
武
雄
さ
ん
（
栃
木
市
）
を
始
め
、

鉄
道
大
好
き
の
3
3
名
の
皆
さ
ん
で
、
各

人
が
都
合
の
付
い
た
と
き
に
来
て
作
業

を
し
て
い
ま
す
。
取
材
を
し
た
６
月
1
6

日
に
も
石
橋
賢
一
さ
ん
（
南
河
内
町
）
、

田
中
智
雄
さ
ん
（
さ
く
ら
市
）
、
伊
藤

隆
太
郎
さ
ん
（
壬
生
町
）
、
田
村
岳
志

さ
ん
（
宇
都
宮
市
）
の
４
名
の
方
が
作

業
中
で
し
た
。
時
間
を
見
つ
け
て
は
週

２
回
程
度
作
業
に
き
て
い
る
と
い
う
石

橋
さ
ん
は
、
「
土
・
日
に
は
、
二
人
の

　
　
お
も
ち
や
博
物
館

子
ど
も
（
小
学
３
年
・
１
年
）
と
妻
の

家
族
４
人
で
参
加
し
て
い
ま
す
。
家
族

全
員
で
思
い
出
づ
く
り
で
す
か
ね
え
。
」

と
、
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
７
月
3
0
日
の
オ
ー
プ
ン
に
は
、
圭
周

約
2
0
ｍ
、
総
延
長
約
２
０
０
ｍ
の
鉄
道

ジ
オ
ラ
マ
を
軽
快
に
走
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
結
晶
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

一

邁
素
↑
孝

第
1
9
回

　
　
壬
生
町
柔
道
大
会

．ら、

６
月
1
9
日

町
総
合
運
動
場
武
道
館

参
加
者
2
4
名

察成
一
般績

の
部

心’

優
　
勝
　
津
田
泰
正
（
下
表
町
）

準
優
勝
　
西
平
守
道
（
狽
協
医
大
）

宍
小
学
生
高
学
年
の
部

優
　
勝
　
中
川
翔
大
（
安
塚
小
５
年
）

準
優
勝
　
出
井
聖
人
（
安
塚
小
５
年
）

匠
小
学
生
低
学
年
の
部

優
　
勝
　
高
山
浩
輝
（
壬
生
小
３
年
）

準
優
勝
　
川
北
幸
平
（
壬
生
小
３
年
）

第
３
位
　
鬼
潭
悠
介
（
壬
生
小
３
年
）

第
５
回
壬
生
町
近
隣
地
域

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
親
善
交
流
大
会

（
Ｅ
い
匹

運
動
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

）

　
参
加
者
8
4
名

⑩成
男
子績
Ａ
組
（
3
9
歳
以
下
）

優
　
勝
　
広
沢
誠
・
青
山
裕
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宝
木
ク
ラ
ブ
）

準
優
勝
　
宮
沢
剛
実
・
五
月
女
一
聖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宝
木
ク
ラ
ブ
）

第
３
位
　
石
塚
義
昭
・
渡
辺
充

　
　
　
　
　
（
栃
木
市
・
壬
生
Ｓ
Ｔ
Ｃ
）

⑩
男
子
Ｂ
組
（
4
0
歳
以
上
）

優
　
勝
　
青
柳
孝
志
・
岡
崎
俊
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
橋
ク
ラ
ブ
）

準
優
勝
　
鈴
木
義
徳
・
吉
留
茂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
平
Ｓ
Ｔ
Ｃ
）

N - 〃

第
３
位
　
戸
井
田
利
夫
・
田
中
均

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
栃
木
う
ず
吉

第
３
位
　
木
村
健
一
∵
金
田
孝
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
平
Ｓ
Ｔ
Ｃ
）

　
男
子
Ｆ
組
（
6
0
歳
以
占

優
　
勝
　
田
部
田
昭
吾
・
米
倉
秀
俊

　
　
　
　
　
　
　
　
（
足
利
西
ク
ラ
ブ
）

準
優
勝
　
松
本
秀
雄
・
太
田
光
利

　
　
　
　
　
　
　
苧
都
営
ジ
ル
バ
士

第
３
位
　
和
久
井
昭
治
・
川
野
辺
敏
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
壬
生
Ｓ
Ｔ
Ｃ
）

　
女
子
Ｃ
組
（
4
4
歳
以
下
）

優
　
勝
　
岸
知
恵
子
・
野
尻
ゆ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
サ
ン
ス
ポ
）

準
優
勝
　
高
橋
優
子
こ
勝
田
志
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
壬
生
Ｓ
Ｔ
Ｃ
）

第
３
位
　
阿
部
幸
子
・
斉
川
厚
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宝
木
ク
ラ
ブ
）

第
３
位
　
三
浦
里
美
・
植
木
英
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呈
木
ク
ラ
ブ
）

づ
女
子
Ｄ
組
（
4
5
歳
以
占

優
　
勝
　
大
塚
啓
子
こ
日
本
よ
し
子

　
　
　
　
　
　
（
足
利
西
・
足
利
マ
マ
）

準
優
勝
　
荒
井
好
恵
・
田
村
清
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
平
Ｓ
Ｔ
Ｃ
）

　
女
子
Ｅ
組
（
5
0
歳
以
上
）

優
　
勝
　
渡
辺
由
紀
子
・
関
口
八
重
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
栃
木
マ
マ
）

準
優
勝
　
篠
原
紀
子
・
尾
崎
セ
ツ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
さ
わ
や
か
）

第
３
位
　
高
橋
ミ
ツ
子
・
伴
和
代

　
　
　
　
宇
都
宮
シ
ル
バ
ー
・
さ
わ
や
か
）
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算

わ
が
吸
Ｑ

　
？
イ
ド
ａ

や
ん
（
Ｈ
1
6
・
了
・
2
9
生
）

や
ん
（
Ｈ
1
4
・
８
・
了
生
）

（
あ
け
ぽ
の
）

-

　次回は９月生まれのアイドルを募集します。

（締切８月23日）。写真はお返しします。

　応募者多数の場合は抽選になることもあり

ますのでご了承＜ださい。

　写真裏に住所、氏名、保護者名、生年月日、

電話番号を書いて、役場企画財政課（直接或

は郵便で〒321－0292壬生町通町12－22）ま

たは、稲葉・南犬飼各出張所、生涯学習館へ。

五
味
渕

　
陽
菜
ち
ゃ
ん
（
Ｈ
1
5

（
万
町
）

了
・
１
生
）

一

17

Ｉ母
喪舞鶴だより

『
義
経
伝
説
』
④

　
ろ
　
　
か

　
衣
掛
け
の
松

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
義
経
」
。
ご

考
≒
ト
て
ま
す
か
？
今
回
紹
介
す
る

「
母
衣
掛
け
の
松
」
で
す
が
、
滝
沢
秀

明
こ
と
ク
ッ
キ
ー
扮
す
る
悲
劇
の
ヒ
ー

ロ
ー
「
源
義
経
」
に
ま
つ
わ
る
伝
説
で

す
。
場
所
は
壬
生
町
大
字
七
ッ
石
の
熊

野
神
社
南
、
現
在
小
倉
新
治
氏
の
屋
敷

内
に
あ
る
「
松
の
木
」
で
す
。

　
松
の
木
は
、
源
八
幡
太
郎
義
家
が
奥

州
征
伐
（
後
三
年
の
役
）
に
向
か
う
途

中
、
七
ッ
石
に
滞
陣
し
て
人
馬
の
英
気

を
養
い
ま
し
た
。
近
く
の
民
家
（
小
倉

家
）
に
ハ
幡
大
菩
薩
を
禰
請
し
て
、
同

道
し
て
き
た
延
暦
寺
の
座
主
・
円
宗
に

命
じ
て
凶
徒
降
伏
の
秘
法
を
修
め
、
記

念
に
▽
不
の
松
を
植
え
ま
し
た
。
そ
の

松
が
「
母
衣
掛
け
の
松
」
で
す
。

　
義
家
は
、
自
作
の
盃
台
を
小
倉
家
に

下
賜
し
奥
州
征
伐
に
出
発
し
、
小
倉
家

で
は
、
義
家
の
戦
勝
を
祈
願
し
て
ハ
幡

宮
を
屋
敷
内
に
建
て
ま
し
た
。
そ
し
て

奥
州
の
乱
の
平
定
に
よ
っ
て
、
義
家
は
、

円
宗
を
賞
賛
し
所
領
で
あ
る
宇
都
宮
を

与
凡
だ
そ
う
で
す
（
円
宗
は
宇
都
宮
氏

の
祖
と
い
わ
れ
て
い
ま
玄
。

　
そ
の
後
、
源
義
経
が
奥
州
か
ら
鎌
倉

に
向
か
う
途
中
、
当
地
で
休
息
し
た
と

き
、
ゆ
か
り
の
松
の
枝
に
母
衣
（
甲
冑

の
背
に
結
び
つ
け
て
矢
を
防
ぐ
布
）
を

掛
け
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
母
衣
が
風

に
な
び
い
て
あ
ま
り
に
も
美
し
か
っ
た

の
で
、
村
人
は
母
衣
掛
け
の
松
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
説
に
は
、
八

幡
太
郎
義
家
が
母
衣
を
掛
け
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
場
所
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

堅Ｓ－

●･I.･’

l●

　迦防圈

　稲葉小

鰭

ありし日の母衣掛けの松

　
　
道
３
５
２
号
線
七
ツ
石
地
内
。
七
ジ

（
‰
が
Ａ
９
°
゜
゜
・
゛
恥
）

　
社
前
。

　
次
回

ら
れ
る

に
Ｍ
‥

問
い
合
わ
せ
／
資
料
館
昔
8
2
－
８
５
４
４

／／／／／／／Ｘ／／
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　町では、第３子以上の児童を養育

している方に「すこやか子育て支援

金」を交付しています。

※支後金の受給要件､申請方法等は、

　町福祉課児童福祉係

　（�81－1831）へ

神　七緒ちゃんご兄弟（六美町北部）

清
水
町
長
に
手
渡
す
蔽
葉
昌
男
会
長
と

毛
塚
俊
照
副
会
長

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

壬
生
町
観
光
協
会
し
の
の
め
花
ま
つ
り

フ
リ
ー
ー
カ
ラ
オ
ケ
収
益
金
様
②

　
　
　
　
　
　
　
１
万
８
千
４
３
２
円

羽
生
田
西
部
親
睦
会
様
⑩
　
　
３
千
円

第
1
5
回
ふ
れ
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
教
室
発
表

会
⑩
　
　
　
　
　
４
万
９
千
４
９
７
円

○国勢調査は、日本に住んでいるすべての人が対象となります。

０９月下旬に、総務大臣から任命された国勢調査員が皆さんのお

　宅へ、調査票の配布にうかがいます。

０１０月］日現在の皆さんの状況を調査票に記入していただきま

　す。

○記入していただく項目は、男女の別、出生の年月、就業状態、

　通勤・通学地、居住の種類など1７項目です。

○国勢調査の結果は、少子高齢社会への取組や皆さんのまちづく

　りにいかされます。

○国勢調査員をはじめとする調査関係者には、守秘義務があり、

　調査内容の秘密は保護されます。

０－胴芒　　　咄

　　@覗糎○

【問合せ先】

平成17年10月１日(土)

�８１ －１８４６

ｏ
＠
・

= ゝ = % ♂ ･ J 〃

兪

　♂　♂〃

二三

－
・
‐
‐
‐
‐
－
－
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
―
－
・
‐
－

◆
町
へ

　
６
月
2
1
日
、
お
も
ち
ゃ
博
物
館
物
産

店
組
合
が
、
お
も
ち
ゃ
博
物
館
開
館
1
0

周
年
を
記
念
し
、
町
観
光
協
会
に
５
万

円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　●　●　●
且

縦組

①

８
月
の
納
税
等

｛
Ｕ
こ

　　　=lflfi
凪ｉｕＵ古紙配合率100％再生紙を使用しています
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